
72%

100%

28%

42%

61%

22%

35%

39%

5%

0%

2%

3%

27%

13%

0%

1%

1%

3%

3%

1%

2%

1%

4%

7%

6%

8%

8%

5%

6%

3%

2%

1%

3%

3%

18%

5%

58%

33%

20%

35%

35%

36%

3%

3%

11%

4%

8%

6%

4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通勤(n=58)

通学(n=1)

買い物(n=214)

通院(n=106)

官公庁 銀行 郵便局等(n=76)

温泉(n=37)

趣味 習い事 老人クラブ等(n=31)

その他の用事(n=28)

本町地区 二風谷地区 荷負地区 貫気別地区 振内地区 町内の他地区 日高町富川地区 日高町内の他地区

50%

37%

20%

32%

29%

20%

オンラインでのデマンドバス等の予約

オンラインでのデマンドバスの運行状況の確認

オンラインでのバス運賃の決済

ＩＣカード等によるバス運賃のキャッシュレス支払い

ボランティアの自家用車への相乗りサービス

利用したい・利用しても良いサービスは無い

0% 20% 40% 60%n=189

602 

824 

1,152 

1,494 

1,717 
1,623 

550 
765 

783 

462 514 
283 

1,540 

2.4 

1.8 

3.2 

5.8 
6.4 

5.7 

1.1 

1.9 
2.7 

1.8 
2.0 

1.1 

6.0 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2017年度

(平成29)

2018年度

(平成30)

2019年度

(令和1)

2020年度

(令和2)

2021年度

(令和3)

2022年度

(令和4)

乗
車
密
度
（
人

/
便
）

延
べ
利
用
者
数
（
人
）

利用者数-本町地区 利用者数-振内地区 利用者数-貫気別地区

乗車密度-本町地区 乗車密度-振内地区 乗車密度-貫気別地区

103,282
99,253

105,481

93,131
102,000

77,444

22,726 20,963 22,138
17,796 19,000 21,417

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

2017年

(平成29)

2018年

(平成30)

2019年

(令和1)

2020年

(令和2)

2021年

(令和3)

2022年

(令和4)

日高ターミナル～平取～富川地区・静内間 平取～苫小牧間
(人) （貫気別～本町間の利用者数を含む）

課題①：人口減少、少子・高齢化が進展する中、広く分布する町民の生活の足を維持・確保

課題②：地域公共交通に対する町の財政負担が増大し、担い手不足が深刻化する中、地域公共交

通の持続性を確保

課題③：ICT等を活用した新たな交通サービス導入による生活圏交通の利便性向上

課題④：苫小牧市、札幌市等への広域移動の利便性を向上

課題⑤：来訪者が公共交通を利用しやすい環境整備を推進

1．はじめに

■計画策定の趣旨

本計画は、町民の生活や地域の観光等を支える持続可能な交通体系を構築するため、公共交通政策
のマスタープランとなる「平取町地域公共交通計画」を策定するものです。

2．平取町の現状

3．地域公共交通の現状

4．移動特性・ニーズ調査

5．地域公共交通の課題

■計画区域・期間

本計画は、国や北海道、地域の上位・関連計画を踏まえ、町の上位計画である総合計画等や関連計
画等と整合・連携を図りながら、地域の持続可能な交通体系の構築を目指します。

・計画区域は、平取町の全域とします。
・計画期間は、令和6（2024）年度～令和10年（2028）年度の5年間とします。

平取町の人口は5,000人
弱で、20年前と比較する
と、3割以上減少していま
す。今後も人口減少が予想
されており、25年後には
約4割減少することが想定
されています。

・特に年少人口と生産年齢
人口の減少が顕著で、20
年前と比較して4割前後減
少しています。

・高齢者人口も2020年か
ら減少に転じていますが、
全人口の減少が著しいため、
現状で35％に達している
高齢化率は、今後も上昇が
予想され、30年後には
50％に達すると予想され
ています。

・町内の路線バスは、日高ターミナルから平取町
を経由して日高町富川地区や静内を結ぶ路線、
平取町本町と苫小牧を結ぶ路線が運行されてい
ますが、町内の貫気別と本町を結ぶ路線は、
2022年4月に大幅減便、2023年4月に廃止さ
れています。

・平取町デマンドバスは、2021年度まで2地区、
2022年度から3地区で運行されています（乗車運
賃：2022年1月4日以前は100円、以降は無料）。
・利用者数は、本町地区と貫気別地区と比べて、振内
地区が少なく、近年、大幅に減少しています。

平取町の地域公共交通に関わる現状・問題点や上位・関連計画における地域公共交通の方向性を
踏まえた「平取町の地域公共交通に関する課題」は、下記のとおりです。。

▼町内路線バスの利用状況（町外区間の利用者数を含む）

▼平取町デマンドバスの利用状況

・ 通勤や官公庁･銀行等を目的とした移動の目的地
は、町の中心である本町地区が60%以上を占め、
通院や趣味・習い事等の目的地は、本町地区と隣
接する日高町の富川地区が同程度です。買い物の
目的地は、日高町富川地区が本町地区よりも多く
なっています。

▼平取町内及び日高町への外出の目的地（外出目的別）

・導入された場合に「利用したい・利用しても良
い」と思うサービスとして、「デマンドバス等
のオンライン予約」が約50％、「オンラインで
のデマンドバスの運行状況確認」が約35%、
「バス運賃のキャッシュレス支払い」と「相乗
りサービス」が約30%の方に挙げられています。

▼交通に関する新たなサービスの導入

資料：平取町地域公共交通に関するアンケート

■計画の位置付け

日高地域公共交通計画
〈地域の公共交通政策の

マスタープラン〉

平取町
地域公共交通計画
令和6年度～令和10年度

整合

整合

【国・北海道の計画等】 【平取町の計画】

・第6次平取町総合計画

・第2期平取町まち・ひと・しごと創生総合戦略

・第9期平取町高齢者福祉計画・介護保険事業計画

・平取町住生活基本計画

・平取町観光振興ビジョン道：北海道交通政策総合指針

国：交通政策基本法、
地域公共交通の活性化及び
再生に関する法律
第2次交通政策基本計画
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将来推計実績

▼年齢層別人口及び高齢化率の推移

資料：国勢調査（2000～2020年）、将来推計人口（2025～2050年）

資料：道南バス提供資料
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6．基本的な方針・目標

・高齢者から子供たちまで、平取町民が将来にわたり安心してゆたかに生活できるように、町内や隣
接する日高町への買い物や通院、通学などの日常的な生活移動を支える利便性の高い生活圏交通の
維持・確保を目指します。

・札幌市や苫小牧市など、北海道や地域の中心都市と平取町の間の町民や来訪者の移動手段を確保す
るため、広域交通の維持・確保や広域交通と生活圏交通の接続の円滑化に努めます。

・バスやタクシーのドライバー不足や公共交通の利用低迷等の課題がある中、将来にわたって地域の
公共交通を維持できるように、担い手確保の取組や町民や来訪者の公共交通の利用促進等により、
公共交通の持続性確保に努めます。

基本方針Ⅰ 町民が安心して生活できる生活圏交通の維持・確保

基本方針Ⅱ 町外との広域移動を支える公共交通体系の形成

基本方針Ⅲ 持続的な地域公共交通の実現

7．目標達成のための施策・事業 8．計画の評価指標・推進体制等

①平取町デマンドバスの利用者数
【3,300人/年】

②平取町デマンドバスの収支率【6.4%】

③平取町デマンドバスの公的負担額
(利用者1人当り)【4,361円/人】

④ボランティア運送サービスの導入地区数
【1地区】

⑤平取町～中心都市を乗継1回以下で結ぶ公
共交通ネットワーク数【3本】

⑥機能強化を図った平取町デマンドバス、
路線・高速バスの乗継拠点数【3箇所】

評価指標と【令和10年度目標値】

位置付け 対象 役割 確保・維持等の方針

広域交通

高速バス

路線バス

（町外系統）

札幌市や苫小牧市等、北海道や地域

の中心都市への町民や来訪者の広域

移動を担います。

移動実態やニーズを踏まえたネットワーク

の最適化を地域で検討しながら、必要に応

じて、国や北海道の補助を活用して、運行
を維持・確保します。【目標3】

生
活
圏
交
通

町内

幹線

路線バス

（町内系統）

町内の中心部（本町・振内町）や隣接

する日高町（富川地区等）を接続し、

町民の生活移動を担います。

関係市町や運行事業者と連携し、利用促進

等を図りながら、町財政による補助を行

い、運行を維持・確保します。【目標
1,5,6】

フィー

ダー

系統

平取町

デマンドバス

（本町地区・振内地区・貫
気別地区3系統）

町内幹線がカバーしていないエリア等

から町内幹線や広域交通に接続し、町

民の生活移動を担います。

高度化や利便性向上等を検討しながら、地

域公共交通確保維持事業（フィーダー補

助）を活用して、持続可能な運行を目指し
ます。【目標1,2,6】

補完

交通

タクシー・ハイヤー

スクールバス

社会福祉バス
町立病院送迎バス

サロン送迎バス 等

タクシー・ハイヤーが個人の事情に合

わせた移動を補完するほか、各移動手

段は、通学や通院、買い物、温泉など
の利用目的に応じた町民の生活移動を

補完しています。

地区の実情や町民ニーズ等を踏まえて、適

宜運行形態の見直しや新たな補完交通の導

入等を検討しながら、これら補完交通を継
続的に確保します。【目標1,5】

乗継拠点

ふれあいセンター

（平取バス停）

山の駅ほろしり館
（振内案内所バス停）

富川ターミナル（整備中）

フィーダー系統と町内幹線、町内幹線

と広域交通等の乗継における拠点とし

ての役割を担います。

機能強化等を図り、乗継の円滑化や利便性

向上を図ります。

【目標4】

▼公共交通体系の位置付け・役割及び確保・維持等の方針 ▼基本理念・方針及び目標を踏まえた平取町の公共交通体系のイメージ

施策①：デマンドバス・町内路線バスの運

行の維持・確保

施策②：地区の実情を踏まえた町内移動手
段の検討

施策③：デマンド交通等の高度化・利便性
向上に向けた新技術の導入検討

施策④：日高地域の関係機関との連携によ

る広域交通の維持・確保

施策⑥：地域公共交通を担う人材確保の取組

施策⑦：観光客の公共交通利用の促進

施策⑧：町民の公共交通利用の意識醸成を

図る取組

施策➄：情報提供や接続拠点強化等による
接続性・利便性向上

〈目標１に対応〉

〈目標１,５に対応〉

〈目標１,２に対応〉

〈目標３に対応〉

〈目標２,４に対応〉

〈目標５に対応〉

〈目標４,６に対応〉

〈目標６に対応〉

【目標１】町民生活や地区特性に適合した生活圏交通の維持・確保

【目標２】DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進による生活圏交通の利便性向上

【目標３】地域中心都市等にアクセスする広域交通の維持・確保

【目標４】広域交通と生活圏交通の接続の円滑化

【目標５】地域公共交通の担い手の確保

【目標６】公共交通の積極的な利用を促す環境の構築

凡例等

日高ターミナル～振内案内所～
平取～富川高校前

平取～富川大町～苫小牧駅前

平取～静内

本町地区

振内地区

貫気別地区

緑字

一般混乗あり

一般混乗なし

青字

位置付け

広域交通

対象

高速バス・
路線バス（町外系統）

路線バス
（町内系統）

町内幹線

利用目的に応
じて、地区、
曜日等を限定
して運行

生
活
圏
交
通

乗継拠点

フィーダー
系統

デマンド
バス

補完交通

ふれあいセンター（平取バス停）
山の駅ほろしり館（振内案内所バス停）
富川ターミナル（整備中）

スクール
バス

タクシー・ハイヤー

社会福祉バス

町立病院送迎バス

サロン送迎バス　等

本計画の基本方針の実現に向けた目標につい
て、達成状況を確認するための評価指標とその
目標値を以下のとおり定めています。
本計画に定める各施策・事業は、本計画の策

定に向けた協議を⾏ってきた「平取町地域公共

交通活性化協議会」において、連絡調整を行い
ながら、推進します。
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